
①「福祉等の社会サービスを利用しながら、仲間とともに、就労を準備する」支援

②「福祉等の社会サービスを利用しながら、仲間とともに、職業生活を（再）スタートする」

③「福祉等の社会サービスを利用しながら、仲間とともに、就労を継続する」

ダイバーシティ就労支援では、⑴支援対象の拡大 ⑵支援内容の進化 ⑶多様な連携 が問われている。複雑で多
様な困難を契機に始まる支援内容⑵は、例えば①～⑦のような支援要素（テーマ）やステップでパターン化すると…

④「働く機会・場を利用して、仲間とともに、次のキャリアステップを準備する」支援

⑤「働き（稼ぎ）ながら、仲間とともに、次のキャリアステップを準備する」支援

⑥「働きながら、仲間とともに、学び（訓練を利用し）ながら・次のステップを準備する」

⑦「働きながら、仲間とともに、職業生活（キャリア）の持続的な形成を図る」

生活困窮者自立
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ダイバーシティ就労支援：問われる支援内容の進化 西岡正次（A´ワーク創造館）


